

































































































































































































































































福岡市 橋本一丁田遺跡1 なし 土器付着物 弥生早期 夜臼Ha式 Betaづ72128 2770 ±40 一 25．1
福岡市 橋本一丁田遺跡2 なし 土器付着物 弥生早期 夜臼Ha式 Beta－172129 2630 ±40 一 26．1
福岡市 橋本一丁田遺跡3 なし 土器付着物 弥生早期 夜臼na式 Beta－172130 2660 ±40 未測定
福岡市 橋本一丁田遺跡4 なし 土器付着物 弥生早期 夜臼Ha式 Beta－172131 2650 ±40 一 25．8
福岡市 雀居遺跡12－1 なし 土器付着物 弥生前期 夜臼Hb式 Beta－172132 2560 ±40 一 26．3
福岡市 雀居遺跡12－2 なし 土器付着物 弥生前期 板付nc式 Beta－172133 2510 ±40 一 26．1
福岡市 雀居遺跡12－3 なし 土器付着物 弥生前期 板付1式新 Beta－172134 2620 ±40 一 26．8
福岡市 雀居遺跡12－4 なし 土器付着物 弥生前期
板付1式
（祖型甕） Beta－172135
2590 ±40 一 26．4
福岡市 衛苦遺跡銘一5 官計064 土器付着物
弥互講幾末～中期初 板付∬c～
城ノ越式 Be糎ゴ8田雛 題額 鵠o 鴫砕





Beta－188186 2240 ±40 一 23．7
福岡市 雀居遺跡4－2 FJ－078 土器付着物 弥生前期 板付Hb～
Hc式
Beta－188187 2520 ±40 一 25．9
福岡市 雀居遺跡4－1 FJ－081 土器付着物 弥生前期 板付Hb式 Beta寸88181 2540 ±50 一 25．9
福岡市 板付遺跡34－40 FUFU－40 土器付着物 弥生早期 粗製深鉢 Beta－204406 2630 ±40 一 25．9
福岡市 板付遺跡34－41b FUFU－41　b 土器付着物 弥生早期 粗製深鉢 Beta－204407 2600 ±40 一 25．5
福岡市 板付遺跡34－42 FUFU－42 土器付着物 弥生早期 粗製深鉢 Beta－204385 2620 ±40 一 25．7
福岡市
板付遺跡34－49
（旧34－1） FUFU－49 土器付着物 弥生早期 夜臼1式 Beta－204409









福岡市 板付遺跡34－50b FUFU－50－b 土器付着物 弥生早期 粗製深鉢 Beta－204410 2570 ±40 一 24．9
福岡市 板付遺跡34－2 FJ－048 土器付着物 弥生早期
夜臼1式
（粗製深鉢）
Beta－184551 2670 ±40 一 26．5
福岡市 曰佐遺跡1－1 FJ－043（re） 土器付着物 縄文晩期 黒川式？ IAAA－41080 2780 ±40 一 26．0
福岡市 那珂遺跡4－1 FJ－035 土器付着物 弥生前期 板付Ic式 Beta寸84553 2520 ±40 一 25．6
福岡市
那珂君休遣跡4－
4 FJ－074 土器付着物 弥生前期 夜臼Hb式 MTC－04310 2510 ±35 一 26．2
苅田町 葛川遺跡2 FJ－012 種実 弥生前期 板付na～
nb式
IAAA－30257 2530 ±50 未測定
行橋市 下稗田遺跡 FJ－013 木材 弥生前期 板付na式新 Beta－176044
3030 ±30 一 28．4
撤鐡貫随賑 磁ぷピ 土器付着物 織蹴捉
、突帯文鱗
池鞭獺
醗麟1路挺5 29艇・ 土釦 三緬
北九州市 屋敷遺跡1 FJ－142 土器付着物
弥生早期後
半 夜臼na式 Beta－189554 2540 ±40 一 26．0
北九州市 屋敷遺跡2 FJ－143 土器付着物 弥生早期 板付Ib～
Ha式
Beta－189555 2710 ±40 一 25．0
北九州市 石田遺跡 FJ－145 土器付着物 縄文晩期
突帯文（前
池式併行） MTC－03785
2890 ±80 一 26．1
筑後市 上北島塚ノ本遺跡 FJ－600 土器付着物 弥生前期 夜臼nb式 IAAA－40832 2550 ±40 一 25．0
佐賀県





Beta－184543 2860 ±40 一 25．6
佐賀市 東畑瀬遺跡2 FJ－154 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 Beta－184542 2840 ±40 一 25．3
佐賀市 東畑瀬遺跡1 FJ－159 土器付着物
縄文晩期～
弥生早期
黒川式新 Beta－184541 2850 ±40 一 26．0







黒川式新 Beta－191834 2840 ±40 一 25．7
小城市 石木中高遺跡6re FJ－167（re） 土器付着物 弥生早期 黒川式新 Beta－189568 2610 ±40 一 25．7
小城市 石木中高遺跡7 FJ寸68 土器付着物 縄文晩期 黒川式 Beta－189558 2820 ±40 一 25．5
小城市 石木中高遺跡8 FJ－169 土器付着物
縄文晩期～
弥生早期
黒川式 Beta－189557 2560 ±40 一 25．9




IAAA－30252 2550 ±50 未測定
唐津市 菜畑遺跡1 FJ－401 土器付着物
縄文晩期～
弥生早期
黒川式新 Beta－189572 2820 ±40 一 26．5
唐津市 菜畑遺跡3 FJ－403 土器付着物
縄文晩期～
弥生早期
黒川式新 Beta－189570 2820 ±40 一 23．7
唐津市 菜畑遺跡6 FJ－406 土器付着物 弥生早期 山の寺式新 Beta－189571 2880 ±40 一 26．5
唐津市 菜畑遺跡7 FJ－407 土器付着物
縄文晩期～
弥生早期
山の寺式 Beta－189574 2710 ±40 一 25．9
唐津市 菜畑遺跡8 FJ－408 土器付着物 弥生早期 山の寺式 Beta－188522 2730 ±40 一 25．3









唐津市 菜畑遺跡10re FJ－410（re） 土器付着物 弥生早期 夜臼Ia式 IAAA－41083 2480 ±40 未測定
唐津市 菜畑遺跡ユ2 FJ－412 土器付着物 弥生早期 夜臼遜a式 Betτ188523 2担o． ±姐 三23．0
唐津市 菜畑遺跡15 FJ－415 土器付着物 弥生前期 板付1式 Beta－188524 2570 ±40 一 26．6
唐津市 菜畑遺跡18 FJ－418 土器付着物
弥生早期～
弥生前期
夜臼H式 Beta－188526 2600 ±40 一 25．2
唐津市 菜畑遺跡20 FJ－420 土器付着物 弥生前期 夜臼Hb式 Beta－188525 2590 ±40 一 24．5
唐津市 菜畑遺跡22 FJ－422 土器付着物 弥生前期 亀ノ甲H式 Beta－189569 2680 ±40 一 24．7
唐津市 莱畑遺跡23 F古23 土器付着物 弥生前期 櫛誕b式 Betピ188斑7 2800 ±姐 ヨゑ3
唐津市 梅白遺跡1 なし 杭
弥生早期～
前期
夜臼H式 Beta－174312 2600 ±40 一 32．8
唐津市 梅白遺跡2 なし 杭
弥生早期～
前期
夜臼H式 Beta－174313 2680 ±40 一 25．0
唐津市 梅白遺跡3 なし 土器付着物 弥生早期 夜臼nb式 Beta－174316 2660 ±40 NA
唐津市 梅白遺跡4 なし 土器付着物 弥生早期 夜臼na式 Beta－174317 2970 ±40 NA
長崎県
南島原市 権現脇遺跡1 FJ－428 土器付着物
弥生早期～
前期
原山式 IAAA－40541 2570 ±30 未測定
南島原市 権現脇遺跡4 FJ－431 土器付着物 縄文晩期 黒川式 IAAA－40542 2910 ±30 未測定
南島原市 権現脇遺跡7re FJ－435（re） 土器付着物 縄文晩期 黒川式 PLD－4657 2715 ±30 未測定
南島原市 権現脇遺跡9 FJ－436 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 IAAA－40544 2590 ±40 一 26．4
南島原市 権現脇遣跡10 FJ－437 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 Beta－194400 2530 ±40 NA
南島原市 権現脇遺跡i3 FJ－440 土器付着物
弥生早期～
前期
原山式 IAAA－40545 2590 ±40 未測定
南島原市 権現脇遺跡15 FJ－442 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 IAAA－40546 2750 ±30 一 26．4
南島原市 権現脇遺跡A5 FJ　571　re 土器付着物 縄文晩期 山の寺式古 IAAA－4110 2570 ±40 一 26．1
南島原市 権現脇遺跡A10 FJ　576 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 IAAA－41894 2790 ±40 未測定
南島原市 権現脇遺跡A11 FJ　577 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 IAAA－41101 2780 ±40 一 26．3




IAAA－41092 2570 ±30 未測定




IAAA－41093 2610 ±40 未測定
平戸市 里田原遺跡2 FJ－478 土器付着物 縄文晩期 黒川式新 IAAA－41094 2750 ±40 未測定
平戸市 里田原遺跡5 FJ－481 土器付着物 縄文晩期 黒川式 IAAA－41095 2740 ±40 未測定
壱岐市 原の辻遺跡18 FJ－527 土器付着物 弥生前期 板付Hb式 IAAA－40810 2410 ±40 一 23．9
壱岐市 原の辻遺跡23b FJ－532　b 土器付着物
弥生前期末～中期初 板付Hc式～城ノ越式
IAAA－40811 2270 ±40 未測定
壱岐市 原の辻遺跡24 FJ－533 土器付着物
弥生前期末～中期初 板付nc式～城ノ越式
IAAA－40812 2250 ±40 一 25．8
壱岐市 原の辻遺跡26 FJ－535 土器付着物 弥生前期末 板付nc式 Beta－204399 2340 ±40 一 25．9
壱岐市 原の辻遺跡45 FJ－554 土器付着物 弥生前期
板付Ha～
Hb式























FJ－451 土器付着物 弥生前期 板付Ha～
nb式併行




FJ－452 土器付着物 弥生前期 板付na式
併行 IAAA－40792




FJ－455（re） 土器付着物 弥生前期 板付na式
併行 IAAA－41087











FJ－457 土器付着物 弥生前期 板付Ha式
併行 IAAA一ω793











FJ－459 土器付着物 弥生前期 板付Ha式
併行 IAAA－41089
















IAAA－40796 2760 ±40 一 26．1
大分市 大分川採集資料1 FJ－463 土器付着物 縄文晩期
上菅生B式
以前 IAAA－41090
2940 ±40 一 26．2
熊本県
熊本市 wノ坪遺跡1「 珂ヨ80 土器続欝物 弥生前期
板付蓬b～




1 FJ－589 土器付着物 縄文晩期 天城式 IAAA－40825 2960 ±40 一 26．4
玉名市
上小田宮の前遺跡
2 FJ－590 土器付着物 縄文晩期 天城式 IAAA－41895 3030 ±40 一 26．5
玉名市
上小田宮の前遺跡
3a FJ－591 土器付着物 縄文晩期 天城式 IAAA－40826
3110 士40 一 25．7
玉名市
上小田宮の前遺跡
3b F卜592 種実 縄文晩期 天城式 IAAA－41102
3190 ±40 一 26。1
玉名市
上小田宮の前遺跡
4a FJ－594　a 種実 縄文晩期 天城式 IAAA－40827
3030 士40 一 27．1
玉名市
上小田宮の前遺跡
4b FJ－594　b 種実 縄文晩期 天城式 IAAA－40828
2940 ±40 一 28．3
玉名市
上小田宮の前遺跡
6 F「595 土器付着物 縄文晩期 天城式 IAAA－40829 3040 ±40 一 25．9
玉名市
上小田宮の前遺跡
7 F卜596 土器付着物 縄文晩期 天城式 IAAA－41103 3050 ±40 一 26．5
玉名市
上小田宮の前遺跡












霧島市 上野原遺跡 FJ－003 土器付着物 縄文晩期 黒川式 IAAA－30253 3010 士40 未測定




IAAA－30254 2380 ±50 未測定
鱗i麟 鰻繊麹 田一〇〇ピ 蹄備晦 弥生前期～中期， 入亮虎 抗AA－30255 醗⑧1 士50 麺嚢
南さつま市 諏訪牟田 FJ－007 土器付着物
縄文後期～
晩期
入佐式 Beta－176043 2990 ±30 一 27．9
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1高橋1ば 2354 2380 題纐
1金海式古甕棺 2340
］板付llc式
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図18JCalと付着炭化物の炭素14年代との関係（尾嵜大真作成）
尾嵜大真が5年輪ごとに炭素14年代を測定したところ，次のような興味ある結果が出た。
　①前8世紀前半以前の年輪年代の炭素14年代はすべて2600’4CBC年代であった。
　②前766年以前の年輪の炭素14年代値は，252114CBC以前であった。
　③前380年以降の年輪年代の炭素14年代は23111℃BC年より若い。
　①～③から何が言えるのか。まず①からは2600’4CBC年代を示す夜臼Ha式以前の較正年代が
前8世紀前半以前にあたることを意味する。つまり夜臼na式及び先行する土器型式は前750年以
前ということになる。②から，2590～25201℃BP年代をもつ板付1式が前766年以前の急傾斜部に
あたることになるため，板付Ha式から2400年問題にかかることを意味する。つまり，①に加え
て②から板付1式，及びそれに併行する夜臼Hb式以前が前766年以前にくることを意味する。③
から，2354’4CBPの金海式古の甕棺や234014CBCの板付Hc式は，前380年以前にくることにな
る。当初推測した前400年は板付Hc式以前にはいることになる。
　したがって板付1式が前766年以前にくることは間違いなく，2003年の国立歴史民俗博物館見
解の正しさが証明されたといえる。すなわち灌慨式水田の出現は，前9世紀以前にさかのぼるので
ある。
⑩…
・・ 山の寺式と夜臼1式の関係
　1960年代に，板付1式に伴う突帯文土器を夜臼式，それ以前の板付1式が伴わない縄文晩期末
の突帯文土器を山の寺式と設定してから［森1960］，20年近く両者は時期差として考えられてきた
と捉えられがちだが，実は1964年の宇木汲田貝塚の調査の際，板付1式が伴わない突帯文土器が
炭化米を伴った状態で発見され，夜臼単純式としてすでに理解されていたことはあまり知られてい
なかった［九大考古1966］。山の寺式と夜臼式の一部が時期を同じくする地域差であるという理解
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はすでに60年代から存在したことがわかる。
　状況が一変したのが1978年の板付縄文水田の発見である。玄界灘沿岸地域で板付1式に伴わな
い突帯文土器に伴う水田が発見され，夜臼1式とH式が設定され，H式の内，板付1式が伴うもの
がnb式と設定された［山崎1980］。この論文には山の寺式と夜臼1式は時期を同じくする地域差
であることを意味する編年図が載せられている。
　1985年，山崎と島津義昭は山の寺式と夜臼1式を，晩期後半の突帯文土器として位置づけ，九
州中部の山の寺式，九州北部の夜臼1式として明確に位置づけた［山崎・島津1985］。学術創成研
究グループもこの説を採ってきた。
　二つの土器型式の関係をlntCal　O4上に落とすと図19のようになる。夜臼1式は粗製深鉢6点を
含む板付34次第9層出土の7試料を用い，山の寺式は菜畑9－12層の27001℃BP台を示す2点の
突帯文土器を用いている。表2に示したように山の寺式は2730－271014CBP，夜臼1式は2670－
26001℃BPとなり，それぞれ2σの誤差である8014C　BPを上下にとると各較正年代は，975－800
cal　BCと900－750　cal　BCになる。
　土器型式の定義に従うと，後続型式が出現した時点でお尻を切るので，山の寺式は975－900cal
九州の型式別分布図（ウイグル後）
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図19山の寺式と夜臼1式との関係（丸めた炭素14年代をもとに，2σで該当する領域を示したもの）
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BC，夜臼1式は900　cal　BC－820－815　cal　BCとなり，山の寺式が夜臼1式より先行することにな
る。つまり地域差と時期差が両方みえている。
　しかし実態はもう少し複雑である。私たちが測った山の寺式と夜臼1式の土器群は，それぞれの
土器型式の中で新しい方に偏っている可能性があるからである。たとえば山の寺式は新しい要素を
もっているとして山の寺新としたものであるし，図の一番左の白ヌキの円（2850’4CBP）は，東畑
瀬遺跡や石木中高遺跡で古式の突帯文土器（保留した菜畑6）と晩期系粗製深鉢や組織痕文土器が
一緒に出ている領域だから，まだ山の寺式古の部分を測れていない可能性が残っている。炭素年代
でいうと2800年代の，山の寺新式より100’4CBPほど古い部分である。
　また夜臼1式も，山崎によれば今回測定した板付34次下層の分は，G－7a・7b調査区のいわ
ゆる縄文水田の夜臼1式よりも新しいという指摘もあるので，私たちは夜臼1式の古い部分をまだ
測っていない可能性が残っているからである。
　このように将来測定値が出てくる可能性を残していることを念頭に置きながら，山の寺式と夜臼
1式は，地域を異にする時期差をもつ突帯文土器と位置づけることができるであろう。
註
（1）　常松幹雄氏から以下のような教示を得た「田
中らが測定した金海式甕棺はゴホウラ製貝輪を装着し
た成人男性が埋葬されていたもの（K－103）で，金海式
のなかでも古段階に属する。青銅武器を伴う段階では
ない」。このことからこの埋葬人骨が，青銅製武器が副
葬される中期初頭より一段階古い前期末に位置づけら
れることがわかる。
（2）　　2007年3月現在，突帯文土器と伴わない粗製
深鉢や組織痕文土器を，炭素14年代を基準に二つに分
け，黒川古式と新式を設定した。
（3）－2007年3月現在，突帯文土器に伴う粗製深鉢
や組織痕文土器は突帯文土器の型式名でよぶことにし
た。
（4）　唐津市大江前遺跡出土の夜臼nb式に240014C
台を示すものを確認した。
（5）一福岡市橋本一丁田遺跡2次調査で出土した夜
臼1式に属す方形浅鉢が2765±4014CBPであることを
確認した。
（6）　　大江前遺跡で確認した。
（7）一最新版では5群に分かれると考えている［藤
尾2007］。
（8）一佐賀県唐津市大江前遺跡出土の夜臼n式の炭
素14年代を2006年1月に測定したが，報告書の期限
に間に合わなかったので，2007年度に報告予定である。
『大江前遺跡・目貫古墳群・赤野遺跡・袈裟丸城跡・岩
根遺跡』佐賀県文化財調査報告書167，2006．3．
藤尾慎一郎・小林謙一「唐津市大江前遺跡出土の弥生
早～前期土器に付着した炭化物の炭素14年代測定」（レ
ポート提出ズミ）
（9）－2006年秋，省居4次の板付na式1点の測定値
を得ている。
（10）－2006年秋，省居4次の板付nb式4点の測定値
を得ている。
（11）一現在はこの部分を二つに分けている［藤尾
2007］。
（12）－2007年3月現在，板付Hb式の下限は2400年
問題を抜ける可能性がある。
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The　T6al　of　the　Wi麗1e　Matclling　Based　on　the　Type　of　Yayoi　Potte呼
FuJIo　Shin’ich丘o
　　　This　paper　discusses　a　method　for　placing　pottery　types　on　a　calibration　curve　using　archae－
ological　facts．　Covering　Amagi　and　Irisa】Late　Jomon　pottery　from　Kyushu　through　to　Jonokoshi　poセ
tery丘om　the　beginning　of　Middle　Yayoi，　this　study　spans　a　period　of　approximately　800　years．
　　　Because　the　so－called“2400－year　pro1）lem”comes　into　the　cahbration　curve　for　this　period，
there　are　also　pottery　types　which　cannot　be　fitted　hlto　a　300－year　pe亘od．　These　include　Early
Yayoi　Itazuke　phase　IIa－type　and　Itazuke　phase　I］口）－type　pottery．
　　　In　this　way，　since　physiochemical　methods　alone　cannot　be　used　to　place　carbon－14　dates　of
pottery　types　on　to　a　caHbration　curve，　it　is　actually　impossible　to　obtain　caHbrated　dates　of　a　preci－
sion　requ廿ed　by　archaeology．　However，　the　narro曲g　do㎜of　c姐brated　dates　would　be　helped江
it　were　possible　to　narrow　do㎜carbon－14　dates　for　pottery　types　first　and　then　place　them　on　a
caUbra60n　curve．
　　　With　this　in　mind，　we　then　took　carbon－14　dates廿om　over　100　s㎜ples　from　the　period　under
study　after　removing　data　which　had　clearly　been　in且uenced　by　the　marine　reservoir　ef民ct，　data
which　showed　old　dates　due　to　the　lack　of　carbon　content，　and　data　with　m①dmum　and　min㎞um
values　for　each　type　of　pottery　which　did　not創1晒thhl　the　range　of　concentradon．　We　then　placed
the　remaining　carbon－14　dates　within　a　1σrange五）r　each　pottery　type　and　placed　them　on　the　can－
bra60n㎝rve．　In　so　doing，　we　dete㎜ined　the　posi廿ons　for　YUsu　IIa　pottery　which　is　not　a丘ected　by
the　2400－year　problem　and　pottery加m　Itazuke　IIc　through　to　Jonokoshi－type　pottery．
　　　We血en　narrowed　do㎜血ur　po仕ery吻es匂㎞g　archaeologic曲cts　into　account．　These　were
pottery　types　hke　Yusu　IIb　and　Itazuke　I五）r　which　errors　fbr　the　min㎞um　carbor14　dates　could
be　affected　by　the　2400－year　problem，　pottery　types丘ke　Itazuke　IIc　whose　maximllm　values　could
be　affected，　and　Itazuke　IIa　and　m）－type　pottery　for　which　both　the　maximum　and　minimum　values
are　a荘ected　by　the　2400－year　problem．
　　　We　call　this　task　of　narrowing　down　carbon－14　dates　while　t…ddng　account　of　archaeologica1
血cts　the　wiggle－matching　method　using　pottery　types．　Accordingly，　this　paper　discusses　obtaining
accurate　caUbrated　dates　by　narrowing　down　the　canbration　curve　upon　the　completion　of　this　task．
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